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■
第
41
回
卒
業
式
（
３
月
２
日
）

厚
高
で
は
、
卒
業
生
と
教
職
員
に

よ
る
卒
業
式
を
実
施
し
ま
し
た
。

■
入
学
者
選
抜
（
３
月
４
日
）

志
願
者
数
38
人
、
倍
率
１・
０
倍

（
３
年
ぶ
り
）
と
な
り
ま
し
た
。
厚

高
で
は
、
在
校
生
の
様
子
を
知
っ
て

も
ら
う
た
め
在
校
生
主
導
の
「
中
学

生
体
験
入
学
」
や
、
厚
高
の
取
り
組

み
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
「
ち
い
さ
く
て　

あ
っ
た
か
い
厚
真
高
校
」
ポ
ス
タ
ー

を
作
成
し
、
中
学
校
へ
説
明
に
出
向

く
な
ど
、
生
徒
募
集
活
動
を
展
開
し

て
き
ま
し
た
。
今
後
は
、
厚
高
の
良

さ
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
小
中

学
校
と
の
連
携
活
動
を
活
性
化
さ
せ

た
い
と
思
い
ま
す
。

■
町
内
小
中
学
校
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

に
つ
い
て

２
月
中
に
、
町
内
の
小
学
６
年
生
、

中
学
１・
２
年
生
と
保
護
者
の
方
々

に
協
力
い
た
だ
き
厚
真
高
校
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
し

た
。ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
、「
厚
高

の
こ
と
を
知
る
機
会
が
少
な
い
」

「（
昔
か
ら
）
印
象
が
良
く
な
い
」「
広

報
あ
つ
ま
で
厚
高
の
様
子
を
見
て
い

る
」
な
ど
が
分
か
り
ま
し
た
。
今
後

の
学
校
づ
く
り
に
役
立
て
て
い
き
ま

す
。
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

■
現
在
の
厚
高
の
様
子

町
内
各
所
に
厚
高
ポ
ス
タ
ー
を
掲

示
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
ま
す
。

厚
高
で
は
、「
ち
い
さ
く
て　
あ
っ

た
か
い
学
校
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
に
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
し
て

い
ま
す
。
全
校
生
徒
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
従
事
す
る
全
校
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ク
ラ
ブ
制
度
（
平
成
30
年
度

〜
）、
職
業
観
を
養
う
た
め
の
全
学

年
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
（
令
和
元
年

度
）、
進
路
対
策
の
た
め
の
全
校
生

徒
資
格
・
検
定
受
検
制
度
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
連
携

の
た
め
に
町
内
行
事
に
積
極
的
に
参

加
し
て
い
ま
す
。
あ
つ
ま
田
舎
ま
つ

り
で
は
踊
り
パ
レ
ー
ド
で
最
優
秀
賞

を
受
賞
、
あ
つ
ま
国
際
雪
上
３
本
引

き
大
会
に
は
選
手
と
し
て
参
加
し
ま

し
た
。
そ
の
他
、
ラ
ン
タ
ン
祭
り
で
、

小
学
校
や
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
と
の

連
携
等
な
ど
…
。

こ
の
よ
う
に
厚
高
の
教
育
活
動
に

地
域
か
ら
多
く
の
支
援
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
縁
あ
っ
て
厚
高
に
入
学

し
た
生
徒
に
、「
厚
真
を
知
っ
て
も

ら
い
、
厚
真
を
好
き
に
な
っ
て
も
ら

う
」
こ
と
が
、「
ち
い
さ
く
て　
あ
っ

た
か
い
厚
真
高
校
」
を
作
る
こ
と
に

な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
後
と
も

厚
高
へ
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
お
願

い
し
ま
す
。
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短

歌

あ
つ
ま
文
芸
友
の
会
発
行
「
文
芸
あ
つ
ま
第
二
十
三
号
」
か
ら
抜
粋

春
め
き
て
庭
へ
誘
ひ
し
福
寿
草
感
謝
を
込
め
て
お
礼
肥
添
へ
る

雪
融
け
て
日
差
し
温
く
け
ば
そ
わ
そ
わ
と
外
の
仕
事
に
心
が
動
く

桜
の
木
待
ち
望
み
た
る
花
び
ら
が
風
に
舞
ひ
を
り
優
雅
な
景
色

新
町　

徳
地
美
登

上
野　

宮
崎
静
恵

京
町　

中
井
る
み
子

町民生委員児童委員厚生労働大臣・北海道知事退任感
謝状贈呈式が３月19日、総合福祉センターで行われ、
退任した民生委員児童委員12人に宮坂町長から感謝状
を伝達しました。
委員を18年務めた大橋正治さん（軽舞・71歳）は「長く

勤められたのは地域の皆さん、これまでの委員の皆さん
のおかげです。感謝しています」と話していました。

２月20日、札幌市で令和元年度北海道指導農業士・農
業士称号贈呈式が行われ、大捕雅寿さん（軽舞・46歳）、
山崎基憲さん（鹿沼・45歳）、金谷清万さん（共栄・45
歳）、高橋清吾さん（宇隆・45歳）が農業士に認定されまし
た。４人は３月19日に役場を訪れ、宮坂町長に報告を行
いました。
農業士は、地域農業の担い手として経営改善や地域農業

の振興などに積極的・意欲的に取り組む農業者に対して、
市町村の推薦により北海道知事が認定する制度。町内で
は、今回認定を受けた４人を含め、指導農業士が３人、農
業士が12人認定を受けています。
大捕さんは「農業士として日々精進していきたいです」、

山崎さんは「これからもより一層地域に貢献できるよう頑
張りたいです」、金谷さんは「農業士の名に恥じぬよう取り
組んでいきたいです」、高橋さんは「少しでも多く地域に貢
献していきたいです」と抱負を話していました。

平成30年9月6日に発生した胆振東部地震で全壊した軽舞地
区の古民家、旧木沢家の梁

はり
組みの再生作業が、３月上旬に軽舞

遺跡調査整理事務所で行われました。
この古民家は今から107年前の大正２年に建てられ、木沢吉

広さん（軽舞・92歳）が15年ほど前まで住んでいました。
胆振東部地震で全壊し解体しましたが、木沢さんは「建物の

一部だけでも後世に残したい」との思いから富山県砺波地方の
伝統的な様式「枠の内」造りの広間に使用していた木材を、昨
年６月に町へ寄贈しました。この再生された広間の梁組みは、
４月から同事務所で展示されています。

民生委員・児童委員に感謝状を贈呈

地域農業の未来を担う
新たに４人が農業士に認定

胆振東部地震で全壊した
築100年以上の古民家の梁組みを再生へ

式の出席者と宮坂町長

左から大捕さん、山崎さん、宮坂町長、金谷さん、高
橋さん

再生された古民家の梁組みと木沢吉広さん（右か
ら２人目）とご家族ら
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学校の取り組みをご覧いただけます。
厚真高校ホームページ
http://www.atsuma.hokkaido-c.ed.jp/


